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令和4年住民啓発モデル事業（近畿ブロック）
【配置図】

配布チラシ

令和5年度災害廃棄物情報交換会

模擬訓練

模擬訓練の流れ

【課題】 【今後の展望】

実施内容 実施時期 詳細

第1回
ワークショップ

令和４年
9月17日（土）

基礎講座
災害廃棄物について認識の共有

第2回
ワークショップ

令和４年
10月29日（土）

模擬訓練
実際にごみを出してみる

第3回
ワークショップ

令和５年
1月22日（日）

ハンドブック案等について
の意見交換

事前に災害廃棄物として
排出する退蔵品を調査

各家庭で準備

住民仮置場（公園）まで運搬
（希望された方は市で回収）

集積された災害廃棄物（退蔵品）
を住民仮置場から搬出（市職員）

【搬入後】

【搬入の様子】

ワークショップ
【第2回 訓練後】 ごみを出してみて困ったこと、

わからなかったこと
どうすれば解決できるか

運び出し

・リアカーがあるとよかった

・引き戸や扉が障害となった

・運び出し要員が土足で入るかどうかで作業性が変わる

・家屋を傷つけないような配慮が必要になる

・建具を外す人員や運び出し専門の人員を配置

・回収車の手配

住民仮置場

・場内の動線がわかりにくい

・荷下しの順番と積込の順番があっていなかった

・ごみの分別表記がわかりにくい

・荷下しに時間がかかった

・受付は1箇所の方がよい

・仮置場内での整理は誰がするのか

・誘導なしでも入退場できる案内表示の設置（イラストやピクトグラム）

・区分の枠を大きくし、仮置場で分別

・大型ごみは奥側に配置

情報周知
・高齢世帯への周知や支援が必要

・自治会に入っていない方への対応

・高齢世帯への日頃からの声掛け

・日頃からの近所、防災会議、町内会でのコミュニケーション

・実際の災害での区分や持ち込み可能時間等、早期の周知

その他
・リサイクル家電の取扱い

・市職員がいない場合の対応

・日頃から不用品を減らす活動

【第3回 意見交換】

令和3年度に試作した
ハンドブック表紙

課題と今後の展望

3回のワークショップを経て
完成したハンドブック

■ハンドブック等に掲載してほしいこと
・災害廃棄物とはどんなものか具体例

・集めたごみをどう処分するか

・分別の仕方が小中学生にも分かる様に

・日頃からのコミュニケーション

・不用品の整理

・仮置場の利用ルール

・災害ごみと生活ごみとの区別

・熱中症対策

・写真や絵などでなるべくわかりやすく

・緊急車両・ごみ収集車等の通行の妨げになるので、
道路脇に出さないことを強調する

■仮置場
・適地が少ない

・人員確保

■災害廃棄物処理計画
・未策定

・職種による業務分担と人事異動

■仮置場の確保
・内部情報として市有地の把握

・民間企業との協定内容を再確認

■人員の確保
・初動マニュアルの作成と共有

・日頃から行政、防災会議、住民とのコミュニケーション

・出前講座や訓練の実施

■計画の策定
・現在、担当事務職員と協力しながら策定作業中

・今年度中に公表予定

・合わせてハンドブックも公開予定

■その他
・職場内で災害廃棄物の担当を設置

・研修の継続
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